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研究成果の概要（和文）：　国内で複数種のマダニを採集し、次世代シークエンサーを用いてそれらのマダニ遺
伝子ゲノム中のウイルス様遺伝子の探索を行ったところ、多様なウイルス様遺伝子が内在していることを示唆さ
れた。これらの内在性ウイルス様遺伝子の機能については不明だが、ヒトや動物に病原性を示すマダニ媒介ウイ
ルスの感染性･増殖性に影響を及ぼしている可能性が考えられ、今後の研究に有用な情報を提供することが期待
される。

研究成果の概要（英文）：   Various endogenous viruses have been identified in the genomes of some 
kinds of ticks collected in Japan by next-generation sequencing. This finding will provide the 
useful information for the future study about pathogenic tick-borne viruses, because endogenous 
viruses may influence the infection and the propagation of tick-borne viruses in ticks.

研究分野：ウイルス学

キーワード： マダニ　内在性ウイルス　次世代シークエンス
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１．研究開始当初の背景 
マダニは、ヒト･動物に種々の病原体を媒
介するため、その対策が重要となる衛生動
物である。マダニ媒介病原体のなかでも病
原性マダニ媒介ウイルスは、重篤な急性感
染症を引き起こし公衆衛生上の対策が重要
である。国内では、重症熱性血小板減少症
候群（SFTS）ウイルスとダニ媒介性脳炎
（TBE）ウイルスの患者発生が確認されて
いる。 
これらの病原性マダニ媒介ウイルスは、
自然界においてはマダニの垂直伝播、およ
びマダニ･動物感染環で維持されている。マ
ダニ媒介ウイルスは哺乳動物･マダニ両方
の細胞に感染することができるが、マダニ
体内の細胞でのウイルス増殖･維持機構に
ついては十分に解明されていない。 
一方、近年の報告で、動物ゲノム中にレ
トロウイルス以外の内在性 RNA ウイルス
遺伝子の存在が確認されており、このこと
は他の RNA ウイルス遺伝子も動物ゲノム
中に潜在的に内在している可能性を示唆し
ている。そこで、マダニゲノム中にマダニ
媒介ウイルス遺伝子が内在化して潜在して
いる可能性が考えられ、マダニ媒介ウイル
スの感染性･増殖性に内在性ウイルス遺伝
子が関与する可能性が考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、国内のマダニ種を対象に、
マダニゲノム中にマダニ媒介ウイルス遺伝
子が内在化して潜在していないかを検証す
るために、マダニゲノム中の内在性ウイル
ス遺伝子の探索を行い、マダニ-ウイルス感
染機構の解明に寄与する基礎データを得る
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 長崎県と北海道で複数種のマダニを採集
した。また、以前、2013-2014 年にかけてベ
トナムで採集したマダニについても実験に
供した。 
採集したマダニから DNA を抽出し、マダニ
のゲノム DNA を、Covaris M220(Covaris)を
用いてフラグメント化したのち、Pipin 
Prep(Sage science)でフラグメントのサイズ
選択を行い、Ion Plus Fragment Library 
Kit(Life Technology)で cDNA ライブラリを
構築した。 
Ion proton(Thermo Fisher)で cDNA のシー
クエンシングを行い、出力された fastq 形式
のデータを、サンプルごとにソフトウェア
Trinity ver 2.5.1を用いてde novo Assembly
を行い、contig を得た。構築された contig
を tblastx ver 2.7.1 を用いて、ウイルスの
タンパクの Refseq 登録レコードと比較し、
各 contig の翻訳産物に最も近縁となるウイ
ルスのアミノ酸配列を検索した。tblastx が
検出したウイルスタンパクの Refseq 配列に
対し、blastp ver 2.7.1 および Mview ver 

1.6.3 を使って、マダニゲノム由来の contig
の配列をアミノ酸に翻訳した配列をマッピ
ングし、アミノ酸レベルでの類似度を確認し
た。 
 
４．研究成果 
 長崎県でフタトゲチマダニ、ヒゲナガチマ
ダニ、タカサゴチマダニ、イエンチマダニ、
キチマダニ、ツノチマダニ、北海道でヤマ
トマダニ、オオトゲチマダニを採集した。 
 これらのマダニと、ベトナムで採集した
オウシマダニ、クリイロコイタマダニ中に
内在性のウイルス様遺伝子の探索を行った
結果、まず、クリイロコイタマダニから、
パルボウイルス科デンソウイルス属のNS1
タンパク質コード領域に近似の塩基配列が
見つかった。 
 このデンソウイルス類似配列は、これま
で昆虫、甲殻類から単離されたデンソウイ
ルスよりも、クロアシマダニのゲノム中
に含まれるデンソウイルス類似保存領域と
似通った配列を持っていた。この結果は、
この配列がクリイロコイタマダニとクロア
シマダニの共通祖先の段階でゲノムに取り
込まれた可能性、あるいは昆虫-甲殻類で
知られているデンソウイルス属とは異なる
、未知のマダニ指向性デンソウイルス近似
群が存在していることを示唆している。 
他のマダニのゲノム中からは、ssRNA ウ
イルス、dsRNA ウイルスに属する多様なウ
イルス類似の配列が見つかった。ssRNA ウ
イルスでは、Orthomyxoviridae 科、
Phenuiviridae科、Rhabdoviridae 科、及び
未分類の直鎖状 RNA ゲノムを持つウイルス、
環状 RNA ゲノムを持つウイルスに近縁の配列
が見つかった。Orthomyxoviridae 科
Quaranjavirus 属、Phenuiviridae 科
Phlebovirus 属、Rhabdoviridae 科のウイルス
は、昆虫、またはダニによって媒介されるア
ルボウイルスを含む群である。直鎖状 RNA ゲ
ノムを持つ Wuhan Tick Virus 1、環状 RNA ゲ
ノムを持つ Bole Tick Virus 3 と Tacheng Tick 
Virus 4 は、ともに近年(2015)、中国から報
告されたウイルスである。オオトゲチマダニ
およびヤマトマダニのゲノムからは、dsRNA
ウイルスである Totiviridae 科のウイルスに
近縁な配列が見つかった。また、ヤマトマダ
ニのゲノムからは、dsRNA ウイルスで分節ゲ
ノムを持つ、Reoviridae 科 Sedoreovirinae
亜科 Orbivirus 属のウイルスに近縁な配列が
見つかった。 
 これらの成果から、国内のマダニのゲノム
中には多様なウイルス様遺伝子が内在してい
る可能性が示唆された。これらのウイルス遺
伝子配列が、マダニ細胞におけるマダニ媒介



ウイルスの感染・増殖に何らかの影響を及ぼ
しているかについては興味がもたれるところ
であり、今後の研究が期待される。 
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